
高圧ガス容器（ボンベ）を運搬されるみなさまへ 
 

高圧ガスが充てんされた容器を運搬する際は、災害を防止するため、
高圧ガス保安法で保安上必要な措置が規定されています。 
主な基準は以下のとおり（一般高圧ガス保安規則第 50 条、液化石油ガ
ス保安規則第 49 条から抜粋）ですので、ご確認の上、安全に運搬して
いただきますようお願いいたします。 

 

□ 車両の見やすい箇所（前後）に警戒標を掲げてください。 

□ 40℃を超える高温にならないよう注意してください。 

□ 転倒、転落による衝撃及びバルブの損傷を防止する措置を講じてください。 

□ 容器は粗暴な扱いをしてはいけません。 

□ 次に掲げるものは同一の車両に積載してはいけません。 
・容器と消防法で規定する危険物（一部を除く） 
・塩素の容器とアセチレン、アンモニア又は水素の充てん容器 

□ 可燃性ガス（LP ガス、アセチレン、水素等）及び酸素の容器は、バルブを向か
い合わせにしてはいけません。 

□ 毒性ガスの容器には、木枠又はパッキンを施してください。 

□ 可燃性ガス、酸素又は三フッ化窒素の容器を積載
する場合は、消火器及び応急措置に必要な工具（メ
ガホン、ロープ、漏えい検知液、車輪止め、容器バ
ルブ開閉用ハンドル、革手袋等）を携行してくだ
さい。 

□ 毒性ガスの容器を積載するときには、防毒マスク
等の保護具及び応急措置に必要な資材（消石灰、
防災キャップ等）を携行してください。 

□ 容器を積載して駐車するときは、食事その他やむ
を得ない場合を除き、運転者は車両を離れてはい
けません。 

□ 可燃性ガス、毒性ガス又は酸素の容器を積載する
ときには、ガスの性状、災害防止のために必要な
注意事項・連絡先等を記載した書面（イエローカ
ード）を携行してください。 

 

※その他、高圧ガスの取扱いについてご不明な点等ございましたら、 

以下の連絡先にお問い合わせください。 

栃木県産業労働観光部工業振興課 保安担当 

栃木県宇都宮市塙田１丁目１番２０号 
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